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日本科学協会出版記念セミナー



実施概要

プログラムチラシ

2018年5月19日（土）13：00～16：30、日本財団ビル1階バウルームにて、出版記念セミナー

「科学と宗教」を開催しました。「科学と宗教」について勉強しようという熱意ある方が、113名（申し込み

の88％以上の方）ご出席くださいました。

本セミナーは、日本科学協会が研究者の人材育成を目的に立ち上げた科学隣接領域研究会が取り

上げる3領域「宗教」・「倫理」・「アート」の第一弾となった「宗教」についての研究成果をまとめた書籍「科

学と宗教～対立と融和のゆくえ～」の出版を記念して、より内容についての理解を深め、本書を多くの方に

読んでいただくために開催しました。

セミナーは書籍の監修である金子務氏（大阪府立大学名誉教授）がコーディネーターを務め、11名の

執筆者の中から、伊東俊太郎氏（東京大学名誉教授）と植木雅俊氏（NHK文化センター講師）を

お呼びして、本には書ききれなかった内容や新しい研究成果を追加して、じっくりお話しいただきました。

コーディネーターと講演者による鼎談は、質問票を会場から回収し、講師が回答する形で活発な議論が

交わされ、本を読むだけではわかりづらい、「科学と宗教」についての知識を深める機会となりました。



コーディネーター
金子 務 氏（大阪府立大学名誉教授)

実施概要

主催者挨拶
中村 健治（日本科学協会 常務理事）

鼎談の様子

「世界宗教と科学～統合へのみち～」
伊東 俊太郎 氏（東京大学名誉教授）

「原始仏教と法華経の思想
～物理学から“仏理学”へ～」

植木 雅俊 氏（NHK文化センター講師）



実施概要

会場設営

書籍販売コーナー受付

日本科学協会のパンフレット類

演台舞台の様子

喫茶コーナー



ご回答いただきましたアンケートを集計した結果（82件回収/113件）をご報告いたします。

セミナーの内容については、「とてもよかった」「よかった」（各38名）の方が93％でした。

アンケートの結果

◆ 参加者の年齢の内訳

◆ 参加者の評価

20代5名、30代12名、40代5名、50代14名、60代23名、70代以上22名でした。



ご回答いただきましたアンケートを集計した結果（82件回収/113件）をご報告いたします。

アンケートからの考察

出席者の90％以上の人が、セミナーについて「とてもよかった」「よかった」と回答、以下の要望等があった。
★この科学・哲学・宗教などについてのセミナーは続けていってほしい、これからフォーカスされる時代に
変わっていくと思います
★次回も出席したい、来年も開催してほしい、もっと話を聞きたい（開催希望多数）
★もう少しグループなどで議論出来たら面白い
★あまりに面白かったので、次回以降は有料化も含めて定期開催をご検討いただけるとありがたい。
★前回のセミナーは一人の講演時間が短かすぎ（20分）だったが、今回は話をじっくり聞くことができた。

◆ 出席者の傾向
① 科学隣接領域研究会は、若手研究者の人材育成の一環として行ってきたが、本セミナー参加募
集を一般向けの新聞でも行ったことから、本セミナーではシニア層（60代以上）の出席が多かった。
若手研究者の出席者を増やすことは今後の課題である。

② 出席者の専門分野は、やや文系の方が多かった。専門分野について「その他」や回答しない方が
多くいたことから、研究者以外の一般の方からも興味が高いテーマであると推察する。本会研究助成
制度の採択分野は、自然科学系の理系の研究者が多いので、理系の方にも興味を持っていただける
よう工夫をしていく必要がある。

③ 7/2に開催した「木魂する科学とこころ」セミナー出席者は18人であり、この活動に継続して注目
していただいていることがわかった。

【出席者のコメント（抜粋）】

◆ 今後の取り組みについて
本来、研究者の人材育成を目指した活動であったが、「科学と宗教」出版を通して、広く一般の方に

も興味を持ってもらえるテーマであることがわかった。
まずは、アンケートの感想から、「科学」より「宗教」寄りの興味が高いことがわかるので、研究者の出席
者を増やすため、 「宗教」にスポットを当てるのではなく、「科学+○○」という事を意識することにより、「本
会ならではの独自の取り組み」という特徴を出し、研究者にも注目されるようにしていきたい。
そして、本会の「科学と社会をつなぐ」というミッションのもとで、セミナーは、一般の方にも分かりやすい研
究成果を伝える場としていきたい。

◆ 研究者の人材育成への効果

現在メールでの連絡が可能な過去研究者は、約4,000名。今回のセミナーへの研究者・学生の出
席者は15名であった。セミナー開催を通して、研究者の人材育成につながったかといえば、人数的には
少なく、まず研究者の出席者を増やすことが今後の課題となる。
申込ルートである、過去助成者へのメールアドレスは、ピンポイントで研究者に連絡できる手段であり、
他では無い情報である。本会が研究者に有益な情報を助成後も伝え続けることで、メールの閲覧率
が上がり、セミナーへの出席者増加につながると思われる。

◆ 出版記念セミナーを通して
セミナー出席者の3人に１人は書籍を購入していただいている（当日の書籍販売数35冊、事前に
書店で入手している方もいることを考慮した場合）。アンケートの中には、今後開催を検討している「科
学とアート」を楽しみにしている、今回講演していなかった著者の「幸福学」の講演を聞きたいなどの声も
あり、書籍を通して研究会の活動に興味関心をもっていただいていることが分かる。


